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研究成果の概要（和文）：本研究では、健康な成人男女を対象としバイオフォトンの日内変動や人間の健康状態をどの
程度反映するか検討した。対象者個々の日内でのエネルギーフィールド指標は、全平均値で日内変動が認められた。ま
た、負荷作業前後のエネルギーフィールド指標は、全平均値で有意な差(p<0.05)が認められた。POMSは、作業後に疲労
、抑鬱、怒りの増加が認められた。バイオフォトンは、作業によるストレスを度反映し、新視点から健康状態の評価が
期待される。

研究成果の概要（英文）：I intended for healthy adult man and woman and reflected the change in the day of 
the living body photon and human health condition how or, in this study, examined it.　An energy field 
index in the days of the target person individual was all means, and the change in the day was 
recognized. In addition, an energy field index before and after the load work was all means, and 
significant　(p<0.05) was accepted.　In POMS, fatigue, dejection and increase of the anger were 
recognized after work. As for the biophoton, a degree reflects stress caused by work, and an evaluation 
of the health condition is expected by a new viewpoint.

研究分野： 複合領域、健康・スポーツ科学、応用健康科学

キーワード： バイオフォトン　GDV
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１．研究開始当初の背景 
バイオフォトンは、1930 年代に、Aleksandr 
Gurvich によってはじめて測定され、生物に
おける紫外線域での光子の交換による情報
の調整のためであるということが証明され
た。生体における光子は、生物の生理的規則
性に関係しているとされ、特に酸化還元反応
との関係性が指摘されている。生体における
フォトンは、生命活動や生理代謝作用に付随
して普遍的に観測される発光作用と理解さ
れている。近年、この発光作用を検出する機
器 と し て G D V （ G a s  D i s c h a r g e 
Visualization：気体放電撮影機）が開発さ
れ、これからの臨床応用が注目されている。
測定部位を、電磁界に暴露することにより、
生体の皮膚表面（主に表皮と真皮）から、電
子と光子の放出を誘発する。誘発された電子
と光子が、空気中の分子と衝突し、空気中の
分子から電子を放出することで、気体放電現
象が生じ、光子の放出とともに、発光現象が
起こる。 GDV は、この発光を CCD カメラで 
撮影するものである。発光の起因は、主に皮
膚のタンパク質分子の励起状態（外からｴﾈﾙ
ｷﾞｰを与えられ、もとのｴﾈﾙｷﾞｰの低い安定し
た状態からｴﾈﾙｷﾞｰの高い状態へと移る）にあ
るπ電子とされている。発光のプロセスとし
ては、この励起状態にあるπ電子が、電磁界
のエネルギーにより、原子の外に電離して、
そのときに光子を放出する。これらは、生体
のエネルギー代謝（ATP の合成）に関係して
おり、これらの状態を解析することにより、
生体の機能状態や特性を間接的に理解する
ことができる。日本ではまだ研究の緒に付い
たばかりで研究はほとんど行われていない。 
 
２．研究の目的 
生活習慣病は、日常生活で習慣的に行ってい
る行動の積み重ねが主たる原因となること
が多い。要因として考えられることは、不規
則な生活、身体活動量の低下、食生活の乱れ、
疲労やストレス等があげられる。 
特にストレスに関しては、複雑で変化の激し
い現代社会においては、欲求不満や不安な気
持ちになることが多く精神的なストレスが
負荷されることが多い。これらのストレスが
過剰になると「心身」のバランスが崩れてし
まい、慢性的な疲労疾患、心身症などの精神
障害などさまざまな病気を引き起こすこと
が知られる。そこでストレスをケアー、コン
トロールするためのストレスレベルの客観
的指標の作成に取り組むため GDV(Gas 
Discharge Visualization)を用いて、臨床応
用としてのメンタルヘルスの基礎的研究を
行った。 
 
３．研究の方法 
（１）研究対象者 
健康な成人男女を対象者とした。 
対象者は、本研究の目的および計画方法に関
するインフォームドコンセントを行い、文章    

にて承諾書に署名を得た。 
 
（２）GDV 装置および測定解析 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図１.GDV 装置 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図２.撮影図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図３.解析 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 4.解析評価項目 
 
 



（３）研究１．バイオフォトンの日内変動 
①．生活の実態検査 
1)健康調査：対象者の健康状態を調査用紙記
入法により行った。 
2)生理機能検査：対象者の身体的特徴として
身長、体重、体脂肪量、BMI、安静時と行動
時における代謝（心拍数、酸素摂取量）の測
定を行った。 
3)身体活動量検査：対象者の 1日の身体活動
量を心電図測定し Vo2-HR 法により算出し、
日常生活での実態を明らかにした。 
②．ストレス検査 
GDV を用いて日常生活でのストレスレベル
の変化を数量化し個体レベルにおけるスト
レス反応の測定した。 
 
（４）研究２．バイオフォトンの精神作業時
の変動 
①．作業負荷 
ドライビングシュミレーションテストを用
いた。 
②．ストレス検査 
作業負荷前後の GDV および POMS 検査を行い
比較検討した。 
 
４．研究成果 
（１）研究１．バイオフォトンの日内変動 
対象者の 1 日の心拍数の平均は、84.2±
12.2beats/min、歩数の平均は、5155.4±
29.5steps、消費カロリーの平均は、2007.8
±48.5Kcal 対象者は 身体的に、激しい活動
を伴わない日常生活行動であった。 
生体フォトンの指標の日内変動について、日
内変動が認められた。対象者個々についての
日内変動は、Area および Fractal について有
意差が認められた。今後、生体フォトンがど
の程度人間の健康状態を反映するのかに関
して様々なストレサー条件での反応につい
てさらなる検討をおこない新たな視点から
健康状態を知る手がかりとなることが期待
された。 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
図５.心拍数の日内変動 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図６.各評価項目の日内変動 
 
 
（２）研究２．バイオフォトンの精神作業時
の変動 
精神作業負荷テスト前後の変動について比
較検討した結果、すべての評価項目の平均値
に有意な差(p<0.05)が認められた。 
特にエントロピー、フォームコフィシエント
の数値から、テスト中に交感神経系が刺激を
受け優位になっていることが明らかとなっ
た。POMS では、抑鬱、怒りの項目においてテ
スト後の増加が認められ,疲労の項目におい
て有意な差(p<0.05)が認められ、精神作業に
おける疲労を示すことが確認された。GDV に
よるバイオフォトン解析値は、精神作業によ
るストレスをある程度反映することが明ら
かとなった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
図７.各評価項目の変動 
 
今後、バイオフォトンがどの程度人間の健康
状態を反映するのかに関して、様々な スト
レッサー条件での反応を検討することによ
り、バイオフォトンという新たな指標から健
康状態を客観的に知る手がかりとなること
が期待される。 
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